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②�

　町職員の給与は、基本給としての給料と期末・勤勉手当

や扶養、住居、通勤手当などの諸手当から成り立っており

ます。�

　給与は、国や他の地方公共団体の給与を考慮し、町議会

で議決された「中標津町職員の給与に関する条例」によっ

て決められております。�

　これらの職員に支給される給与費と使用者負担分の共済

費を合わせた人件費は、毎年予算計上され、町議会で審議

されています。�

　職員の給与内容を町民の皆様にご理解いただくため、職

員数の状況とともに、その概要をお知らせいたします｡�

　町職員の給与水準は、国家公務員の給料を100とした「ラ

スパイレス指数」をみますと、平成18年４月１日現在、全

道市町村平均94.9、当町を除く根室管内３町の平均92.7に

対して、当町は90.5となっております。�

　また、当町は近年の厳しい財政状況に対応し、簡素で効

率的な行政運営とするために行財政改革推進を昭和61年か

ら取り組み、平成15年度からは「経営再生プログラム」に

よる事務事業の見直し及び歳出削減、平成18年度からは具

体的な取り組みを集中的に行う「集中改革プラン」により

ます組織機構及び給与構造の見直し、職員定員管理の適正

化などに取り組み、さらに独自歳出削減として職員の給料

を1.5％～4％削減し、また各種手当を含めた福利厚生制度

等の見直しを行うなど、行財政改革に取り組んでおります。�

�

�

�

　人件費には、毎月の給与のほか退職手当や共済費の使用

者負担分などの経費が含まれています。（表①は決算統計

による人件費の状況）�

　また、月々の給料と諸手当、期末・勤勉手当を合わせた

職員給与費の内訳は表②のとおりです。�
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�

�

�

�

�

�

（注）１　人件費には、特別職に支給される給料・報酬な

どを含みます。�

　　　２　普通会計とは、一般会計と町営牧場特別会計を

合わせたものです。�

　　　３　人口は、各年度の3月31日現在の住民基本台帳

人口です。�

　給料表は、一般職と医療職に区分され、職務の内容と責

任の程度に応じて、それぞれいくつかの級に分かれています。

一般行政職員の初任給と平均給料月額（給与月額削減1.5

％～ 4％の実施）は表③のとおりです。�
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�

�

�
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（注）「一般行政職」とは、保健師、医療技術職、教育職

などの特殊な職種を除いた一般事務職や一般技術職

をいいます。�
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�
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　給料以外の手当には次のものがあり、それぞれ支給され

る職員の範囲、手当の額などが定められています。（表④）�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

員 数 の あ ら ま し �

表①　人件費の状況（普通会計決算）�

表④　職員手当の状況（平成19年4月1日現在）�

表②　職員給与費の状況（普通会計予算）�

表③　初任給と平均給料月額（平成19年4月1日現在）�

18年度�

17年度�

17.8％�

18.6％�

人�
24,102�

人�
24,010

千円�
11,696,022�

千円�
11,520,301

区　分　人　口　歳出総額Ａ　人件費Ｂ　人件費率B/A

あらまし�

決算と人件費�
諸　 手　 当�

平均給料月額と初任給の状況�

千円�
2,083,223�

千円�
2,138,014

19年度� 人�
247

千円�
947,544

区　分�
給　　与　　費�

給　料�諸手当� 計　Ｂ�
職員数�
A

１人当たり�
給与費�
Ｂ／Ａ�

千円�
565,953

千円�
1,513,497

千円�
6,128

一
般
行
政
職
�

円�
275,700

円�
167,647

区　分�
経験年数区分別平均給料月額�

10年以上�
15年未満�

15年以上�
20年未満�

20年以上�
25年未満�

初任給�

大卒�

平　均�
給　料�
月　額�

平均�
年令�

43歳�
8ヵ月�

手当の名称�

期 末 ・�

勤勉手当�

支　　給　　金　　額　　等�

円�
307,100

円�
377,000

円�
327,300

（注）１　諸手当には退職手当を含みません。�
　　　２　給与費は当初予算額です。�

円�
244,200

円�
145,780短卒� 円�

300,300
円�

321,000
円�

228,700
円�

136,324高卒� 円�
264,900

円�
315,800

※職務上の段階、職務の級等により加算措置が�

　ありますが平成16年12月から加算額を20％削�

　減しております。�

計�

2.125月分�

2.325月分�

4.45月分�

勤勉手当�

0.725月分�

0.725月分�

1.45月分�

期末手当�

1.4月分�

1.6月分�

3.0月分�

支給月�

６月期�

12月期�

計�



③�

　町長をはじめ、常勤の特別職の給料と町議会議員の報酬

は表⑤のとおりです。�

（注）１　特別職（町長・副町長）及び教育長の給料月額

については、町の大変厳しい財政状況を鑑み、

歳出削減措置として平成19年度においても給料

月額を10％・5％減額（カッコ内は規定の額）

しております。�

　　　２　特別職（町長・副町長）及び教育長の期末手当

については、町の財政状況を鑑み、人件費縮減

措置として平成16年12月期末手当から役職加算

額の20％削減を実施。�

　　　３　議会議員の報酬月額については、平成15年12月

から約3%の減額（カッコ内は規定の額）を実

施し、期末手当支給時の加算措置割合を平成16

年12月期末手当から20％の縮減を実施。�
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�
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　町職員の定数は、条例で上限が540人と決められており、

職員数の状況は、表⑥のとおりです。�
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　町では、近年の地方財政を取り巻く環境が極めて厳しく、

行財政改革の推進が喫緊の課題となっている今日、次世代

を担う人材の育成を目指しながら定員管理の適正化にむけ

た取り組みを一層推進することから、平成19年2月に「第

三次職員定員適正化計画」を策定し、適正な職員配置によ

る効果的な行政運営に努めております。�

　定員適正化計画目標職員数は表⑦のとおりです。�

�

�

�

�

�

�

（注）普通会計職員は、一般行政職と特別行政部門を合わ

せた職員数です。�

町 職 員 の 給 与 と 職

職　員　数�

定員適正化計画� 特別職の給料・報酬�

表⑤　特別職の報酬等の状況（平成19年4月1日現在）�

寒冷地�

手　当�

扶　養�

手　当�

区　　　分� 給料・報酬月額� 期末手当�

町　長�

副町長�

教育長�
�

議　長�

副議長�

委員長�

議　員�

762,300円（847,000円）�

611,100円（679,000円）�

580,450円（611,000円）�
�

296,000円（306,000円）�

237,000円（245,000円）�

212,000円（219,000円）�

187,000円（193,000円）�

６月期　2.125月分�
12月期　2.325月分�
　計　　4.45  月分�
※加算措置割合15％�
�

６月期　1.975月分�

12月期　2.475月分�

　計　　4.45  月分�

※加算措置割合15％�

給　料�

�

�
�

報　酬�

表⑥　部門別職員数の状況（平成19年4月1日現在）�

区　　　分�
職　　員　　数�

摘　　要�

一般行政職�

特別行政部門�
�

公営企業等�

会 計 部 門�

�

　合　　計�

平成19年度�

　166人�

 　 81人�

�

　217人�

�

　464人�

平成18年度�

173人�

  85人�

�

219人�

�

477人�

対前年増減数�

△　7人�

△　4人�

�

△　2人�

�

△  13人�

教育関係�

病院、水道、�
下水道、簡�
易水道、国�
民健康保険、�
介護保険の�
各会計�

住　居�

手　当�

通　勤�

手　当�

管理職�

手　当�

その他�

☆平成16年度の人事院勧告により支給額及び支給方
法が改正されています。�

�
�
�
�
�
※11月から3月までの各月給料日に世帯等の区分に応
じ支給。（月額支給）�

※平成17年度から4年間を激減緩和経過措置期間とし
て毎年度減額する。�

�
・配偶者 　　　　　　 　 　　 　  13,000円�
・扶養親族（配偶者を除く）１人　6,000円�
（満16歳から満22歳までの子1人につき5,000円加算）�
�
・借家・間借の場合   家賃の額に応じて27,000円�
　を限度に支給�
・持ち家の場合　   　10,000円�
�
・自動車等使用者　通勤距離に応じて2,000円～
24,500円の範囲内で支給�

・交通機関利用者　支給単位期間の月数で除して得�
　た運賃額を支給（ただし、55,000円を限度とする。）�
※いずれも通勤距離が２㎞以上の者�
�
管理又は監督の地位等の職にある者に支給�
・部長職　　47,000円�
・次長職   　 37,000円�
・課長職   　 35,000円�
※平成19年度より定率制（給料月額の10％～15%）
から定額制にする。�

�
時間外勤務手当、特殊勤務手当、管理職員特別勤務
手当など�
�

10,340円�
�

14,580円�26,380円�

その他の世帯�
主である職員�
�

扶養親族の�
ある職員�

その他の�

職　　員�

世帯主である職員�

表⑦　定員適正化計画目標職員数（普通会計職員）�
　　　　　　　　　　　　　　（計画期間：平成19年度～平成22年度）�

区　　　分� 平成19�
年度末�

248人�

平成20�
年度末�

244人�

平成21�
年度末�

238人�

平成22�
年度末�

231人�目標の職員数�



④�

住民税の　　　　　（税源移譲）�

　みなぎる緑の郷土なかしべつをつくりましょう�
●
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
�

�　
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
住
宅

に
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
施
し
た

場
合
、
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
�

要
 
件
�

一
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
�

二
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
既

存
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
賃
貸
住
宅

を
除
く
）
�

　
①
六
十
五
歳
以
上
の
方
�

　
②
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る
方
�

　
③
障
が
い
を
持
つ
方
�

三
、
以
下
の
工
事
で
、
自
己
負
担
金
額
が
 
 
�

 
 
三
十
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
�

　
　
（
補
助
金
等
を
除
く
）
�

　
①
通
路
ま
た
は
出
入
り
口
の
拡
幅
�

　
②
階
段
の
勾
配
の
緩
和
�

　
③
浴
室
の
改
良
�

　
④
便
所
の
改
良
�

　
⑤
手
す
り
の
取
り
付
け
�

　
⑥
床
の
段
差
の
解
消
�

　
⑦
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え
�

　
⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化
�

減
額
さ
れ
る
固
定
資
産
税
�

　
一
戸
当
た
り
一
〇
〇
㎡
ま
で
を
限
度
に
 
�

 
税
額
の
三
分
の
一
を
減
額
�

手
続
き
�

　
工
事
明
細
書
や
写
真
等
を
添
付
し
、
原
�

 
則
改
修
後
三
ヶ
月
以
内
に
申
告
�

�●
住
宅
の
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
減
額
措
置
に
つ
い
て
�

�　
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
で
、
一
定
の
耐
震
改
修
工
事

を
施
し
た
場
合
（
工
事
費
が
三
十
万
円
以

上
の
も
の
）
は
、
固
定
資
産
税
が
翌
年
度

分
か
ら
一
定
期
間
減
額
さ
れ
ま
す
。
�

減
額
さ
れ
る
固
定
資
産
税
�

　
一
戸
当
た
り
一
二
〇
㎡
ま
で
を
限
度
に
�

 
税
額
の
二
分
の
一
を
減
額
�

減
額
さ
れ
る
期
間
�

　
・
平
成
十
八
年
一
月
一
日
〜
�

　
　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
の

改
修
　
↓
　
三
年
度
分
�

　
・
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
〜
�

　
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
の

改
修
　
↓
　
二
年
度
分
�

　
・
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
〜
�

　
　
平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
の

改
修
　
↓
　
一
年
度
分
�

手
続
き
�

　
建
築
士
等
が
発
行
し
た
現
行
の
耐
震
基

準
に
適
合
し
た
工
事
で
あ
る
こ
と
の
証

明
書
等
を
添
付
し
、
原
則
改
修
後
三
ヶ

月
以
内
に
申
告
�

�　
お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
課
資
産
税
係
ま

で
（
内
線
二
八
六
・
二
一
二
）
�

所得税が減るので住宅ローン控除額が減
ってしまうのですが…�
�
�
�
�
税源移譲により、今まで控除できた金額
を控除できない場合は、翌年度の住民税
から控除できる措置が設けられました。�

�
申　告…対象者は、毎年３月15日（平成20年
は３月17日）までに１月１日居住の市区町村
へ申告することにより、適用されます。�
※年末調整で控除されている方も申告が必要で�
　す。�

税源移譲前後で、住民税と所得税を合わ
せた税率は変わらないと聞きましたが、
今年の収入が減って所得税のかからない
場合はどうなるの？�
�
�
平成19年中の収入が減って、所得税が
かからなくなったため、税率の調整が出
来ない方について、平成19年度の住民
税を減額する措置が設けられました。�

�
申　告…対象者は、平成20年７月１日から平
成20年７月31日までに平成19年度住民税を納
めた市区町村へ申告することにより、適用され
ます。�
�

お問い合わせは、税務課住民税係まで（内線209・207）�



私たちが日々安心して生活していくためには、消防や救急、ごみの収集、道路の

維持補修や除雪、教育や福祉などの公共サービスが必要です。�

町の財政が普通交付税の大幅な減少の影響などを受け大変厳しい状況の中、こう

した公共サービスを提供するための費用の一部として皆さんに納めて頂く町税は

貴重な自主財源になっています。�

今月号では、固定資産税、住民税、滞納処分と差押えについてお知らせします。�

�

⑤�

屋根などからの�
雨水の侵入�

外壁などからの�
雨水の侵入�

外壁�

屋根�

小屋組�

横架材�
柱�
床（床版）�

基礎�

〈保証対象イメージ〉�

斜材�

万が一不具合が生じても、�
10年間無償で補修いたします。�

10年間無料で補修�

でも大丈夫！�

110万戸以上の実績�

ご存じですか？　住宅性能保証制度�
平成19年５月30日、新しい法律「住宅瑕疵担保法」が公布されました。�
全ての新築住宅の建築業者に、欠陥補償のための保険加入（供託金で
も可）が義務付けられました。�
法施行は平成21年からですが、それまでの間については（財）住宅保
証機構の『住宅性能保証制度』が対応いたしますので、住宅新築の際
は機構登録業者までお願いいたします。�
登録業者名・制度内容については下記ホームページで検索していただ
くか、問い合わせ先までご連絡ください。��
（財）住宅保証機構　http://www.ohw.or.jp�
＜問い合わせ先＞　㈱ケイ設計一級建築士事務所　0153－72－9251�
�

エッ、
�

会社倒
産�

保証期間中、登録事業者が倒産し
ても、補修費用から免責金額10万
円を除いた額の95％の保険金をお
客様にお支払いいたします。�

私たちの税金で、住みやすいより豊かな社会と活力　

滞
納
処
分
と
は
�

　
納
期
内
納
付
を
さ
れ
て
い
る
納
税
者
と

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
納
期
を
過

ぎ
て
も
相
談
・
連
絡
な
ど
も
な
く
納
付
を

放
置
さ
れ
た
方
や
、
納
税
の
約
束
を
履
行

さ
れ
な
い
方
の
、
本
人
の
意
思
に
関
わ
り

な
く
、
滞
納
に
な
っ
て
い
る
税
金
を
強
制

的
に
徴
収
す
る
た
め
、
滞
納
者
の
財
産
を

差
押
え
、
換
価
（
公
売
）
し
、
滞
納
に
な

っ
て
い
る
税
金
に
あ
て
て
完
納
さ
せ
る
一

連
の
手
続
き
を
言
い
ま
す
。
�

�督
促
と
差
押
え
�

　
納
期
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
督

促
状
を
郵
送
し
ま
す
が
、
督
促
状
を
出
し

た
日
か
ら
十
日
を
経
過
し
た
日
（
十
一
日

目
）
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
差
押

え
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

　
し
か
し
、
納
税
を
失
念
し
て
い
る
方
な

ど
に
配
慮
し
、
督
促
状
の
送
付
後
、
納
付

が
な
い
方
に
は
催
告
状
を
郵
送
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
、
何
の
連
絡
も
な

く
納
付
が
な
い
場
合
や
、
何
度
も
滞
納
が

繰
り
返
さ
れ
る
場
合
は
、
や
む
を
得
ず
差

押
え
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
�

　
差
押
え
は
、
地
方
税
法
や
国
税
徴
収
法

な
ど
の
法
令
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
徴
税

吏
員
（
徴
収
職
員
）
が
必
要
と
判
断
す
れ

ば
、
裁
判
所
の
許
可
が
な
く
て
も
執
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

税
の
還
付
金
は
予
告
な
く
差
押
え
�

　
町
は
こ
れ
ま
で
滞
納
処
分
の
強
化
や
、

今
年
四
月
に
設
立
し
た
滞
納
処
分
を
専
門

に
行
う
釧
路
・
根
室
地
域
地
方
税
滞
納
整

理
機
構
へ
滞
納
者
を
引
き
継
い
で
滞
納
整

理
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
�

　
さ
ら
に
、
申
告
等
に
よ
っ
て
発
生
す
る

還
付
金
に
つ
い
て
の
差
押
え
を
強
化
し
ま

す
。
�

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
の
、
所
得
税

の
確
定
申
告
や
更
正
請
求
に
よ
り
還
付
さ

れ
る
所
得
税
は
差
押
え
ま
す
。
�

　
ま
た
、
町
税
の
申
告
に
よ
り
還
付
さ
れ

る
町
税
は
、
差
押
え
を
し
て
滞
納
税
に
充

当
し
ま
す
。
�

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
の
同
意
を
得

ず
に
実
施
し
ま
す
。
�

�����������特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
�

納
税
相
談
を
�

　
納
税
者
が
「
災
害
に
遭
っ
た
」
「
病
気

療
養
中
で
あ
る
」
な
ど
の
特
別
な
理
由
が

あ
っ
て
納
期
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合

は
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

　
相
談
や
納
付
が
な
い
場
合
は
、
滞
納
処

分
を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
�

町
税
未
納
者
の
差
押
財
産
（
土
地
）
の
�

公
売
の
お
知
ら
せ
（
予
告
）
�

【
物
　
件
】
�

　
所
在
地
＝
中
標
津
町
東
三
十
条
北
一
丁

　
　
　
　
　
目
九
番
五
�

　
種
　
類
＝
宅
地
�

　
面
　
積
＝
二
六
四
・
一
一
㎡
�

　
　
　
　
　
（
約
八
〇
坪
）
�

【
日
　
時
】
�

　
平
成
十
九
年
十
月
二
十
五
日
（
木
）
�

　
受
付
＝
十
三
時
�

　
入
札
＝
十
三
時
三
十
分
�

【
会
　
場
】
�

　
中
標
津
町
役
場
三
階
�

　
三
〇
一
号
会
議
室
�

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
�

※
公
売
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
�

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
収
納
向
上
推
進
室

ま
で
（
内
線
二
一
三
）
�

５月�

６月�

７月�

８月�

９月�

10月�

11月�

固定資産税　１期�

町道民税　１期�

固定資産税　２期�

町道民税　２期�

―�

町道民税　３期�

固定資産税　３期�

軽 自 動 車 税　　　�

国民健康保険税　１期�

国民健康保険税　２期�

国民健康保険税　３期�

国民健康保険税　４期�

国民健康保険税　５期�

国民健康保険税　６期�

町 税 の 納 期 �

※納期限は末日（末日が休日の場合は翌日）となります。�
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福
祉
用
具
を
寄
贈
�

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
中
標
津
り
ん
ど
う

園
の
入
園
者
と
そ
の
家
族
が
参
加
し
て
、
第

二
十
回
り
ん
ど
う
園
敬
老
の
つ
ど
い
が
開
催

さ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
職
員
の
余
興
や

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
�

　
最
高
齢
（
九
十
八
歳
）
の
方
と
米
寿
の
方

に
は
、
記
念
品
と
花
束
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
中
標
津
空
港
「
空
の
日
」
実
行
委
員
会
主

催
の
「
な
か
し
べ
つ
空
港
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い

管
制
塔
や
気
象
施
設
の
見
学
、
航
空
機
乗
員

と
の
記
念
撮
影
、
海
上
保
安
庁
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
救
助
訓
練
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
中
標
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、
平
成
十
三
年

か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
「
収

集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の
一
環
で
行

っ
て
い
ま
し
た
リ
ン
グ
プ
ル
回
収
で
、

六
九
〇
㎏
の
リ
ン
グ
プ
ル
が
集
ま
り
、

三
九
〇
㎏
を
歩
行
器
と
交
換
し
中
標
津

り
ん
ど
う
園
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
�

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
引
き
続
き

リ
ン
グ
プ
ル
回
収
を
行
い
、
年
内
に
は

も
う
一
台
の
歩
行
器
を
寄
贈
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

り
ん
ど
う
園
敬
老
の
つ
ど
い
�

なか
しべつの出来事

馬
事
競
技
大
会
�

な
か
し
べ
つ
�

　
空
港
ま
つ
り
�

　
第
三
十
二
回
標
津
・
中
標
津
連
合
馬

事
競
技
大
会
が
南
中
特
設
競
馬
場
で
開

催
さ
れ
、
地
元
を
始
め
道
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
馬
が
各
種

レ
ー
ス
に
出
走
し
ま
し
た
。
�

　
会
場
に
は
多
く
の
競
馬
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
力
強
く
走
る
馬

に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
�
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第
二
十
回
じ
ゃ
が
い
も
伯
爵
ま
つ
り
＆
ふ
れ
あ
い
広
場
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
、

乗
馬
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ

ー
グ
、
中
標
津
ビ
ー
フ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
表
紙
写
真
）
を

味
わ
っ
た
り
と
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
�

　
青
空
本
の
広
場
が
、
図
書
館
前
庭
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

 
当
日
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や

う
た
あ
そ
び
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
�

　
古
本
市
で
は
町
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

本
が
定
価
の
約
一
割
と
い
う
価
格
で
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
収
益
は
、
青
空

本
の
広
場
実
行
委
員
会
が
図
書
館
に
寄

贈
す
る
児
童
図
書
の
購
入
に
充
て
ら
れ

ま
す
。
�

�
　
地
元
で
生
産
さ
れ
新
鮮
で
、
安
全
・

安
心
な
農
畜
産
物
を
使
っ
た
「
中
標
津

丸
ご
と
給
食
」
が
全
小
中
学
校
で
提
供

さ
れ
ま
し
た
。
丸
山
小
学
校
で
は
三
年

生
に
生
産
者
の
乾
美
佐
子
さ
ん
か
ら
野

菜
が
出
来
、
食
卓
に
届
く
ま
で
の
お
話

し
を
聴
い
た
後
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
伯

爵
い
も
が
入
っ
た
シ
チ
ュ
ー
や
メ
ン
チ

カ
ツ
、
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
な
ど
の
給
食
に
「
美

味
し
い
」
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
�

　
地
産
地
消
や
食
育
の
推
進
の
た
め
十

一
月
と
来
年
一
月
に
も
丸
ご
と
給
食
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

�

青
空
本
の
広
場
�

じ
ゃ
が
い
も
伯
爵
ま
つ
り
�

　
　
＆
ふ
れ
あ
い
広
場
�

中
標
津
丸
ご
と
給
食
�
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（佐々木さんは、３月末で中標津農業高校から当別高校に転勤となりまし
たが、中標津の想い出として12月号まで再発見を掲載します。）�

前北海道中標津農業高等学校教諭�

佐々木　章　晴�

Nakashibetsu
Rediscovery

No.5

さ　　さ　  き　　　　あ き　　　 は る�

「耐震設計」で�
　  地震に強い施工が特徴！�
◆お墓の事について、お気軽に是非一度、ご相談下さい。�

　・お墓の建立、リフォーム、移設工事、戒名の刻字など�

有限会社 なかしべつ石材�
　　中標津町南中８番地28　電話（0153）72－8114�

�

トット君になって見た根釧原野�

写真３�

写
真
２�

少人数の安心日帰り介護�
●サービス提供時間は、�
　午前９時30分から午後４時までの６時間半です。�

■1日無料体験サービス実施中。�

㈲ 整骨リハビリケア� 中標津町桜ヶ丘1-1-5　伝成館１階�

　　電話（0153）72－5773�
�

　デイサービスセンター  白樺並木�

『
ト
ッ
ト
君
の
渡
り
』�

�

　
秋
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
十
年
前
と
比
べ

て
ず
っ
と
蒸
し
暑
く
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
北
極
海
の
氷
（
海
氷
）
が
急
速
に
減

少
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地

球
全
体
の
気
温
が
上
昇
し
て
い
る
、
と
い
う

説
は
本
当
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。�

 

乾
燥
し
て
や
や
冷
涼
な
空
気
が
、
根
釧
原

野
の
秋
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
が
、
風
土
は
、

特
に
「
風
」
は
ひ
た
ひ
た
と
変
化
し
て
い
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
主
要
産
業
で
あ
る
酪
農

や
漁
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
野
生
の
生
き

物
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、

注
意
深
く
見
つ
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。�
 

さ
て
、
秋
は
ト
ッ
ト
君
達
の
渡
り
の
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
夏
に
繁
殖
を
終
え
た
ト
ッ
ト
君

達
が
、
南
方
に
向
か
っ
て
移
動
し
て
い
き
ま
す
。�

 

例
年
で
す
と
、
八
月
の
お
盆
過
ぎ
あ
た
り

か
ら
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
や
エ
ゾ
ム
シ
ク
イ

な
ど
の
ウ
グ
イ
ス
の
仲
間
達
が
移
動
を
開
始

し
ま
す
。
九
月
に
は
ノ
ゴ
マ
、
九
月
か
ら
十

月
に
か
け
て
は
ア
オ
ジ
や
ア
カ
ハ
ラ
、
十
月

の
中
旬
を
過
ぎ
る
と
ウ
グ
イ
ス
が
多
く
渡
り

ま
す
。�

　
そ
し
て
十
月
下
旬
に
は
ほ
と
ん
ど
根
釧
原

野
か
ら
夏
鳥
が
い
な
く
な
り
、
冬
の
ト
ッ
ト

君
達
が
や
っ
て
く
る
ま
で
原
野
は
少
し
寂
し

く
な
り
ま
す
。�

　
ト
ッ
ト
君
達
は
、
秋
に
な
る
と
群
で
行
動

す
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

大
型
の
ト
ッ
ト
君
達
は
、
夜
、
サ
ー
チ
ラ
イ

ト
を
上
空
に
向
け
る
と
、
群
で
飛
行
し
て
い

く
と
こ
ろ
を
確
認
出
来
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
ト
ッ
ト
君
も
夜
移
動
す
る
よ
う
で
、

例
え
ば
ノ
ゴ
マ
君
（
写
真
２
）
は
、
夜
中
、

ス
ピ
ー
カ
ー
を
上
空
へ
向
け
て
鳴
き
声
を
聞

か
せ
る
と
、
仲
間
だ
と
勘
違
い
し
下
に
降
り

て
来
て
、
数

多
く
観
察
す

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ

の
ト
ッ
ト
君

は
、
夏
の
間
、

テ
レ
ビ
ア
ン

テ
ナ
の
上
で
「
な
わ
ば
り
宣
言
」
を
堂
々
と

し
て
い
ま
す
。�

 

ト
ッ
ト
君
の
種
類
に
よ
っ
て
、
渡
り
の
シ

ー
ズ
ン
は
異
な
る
こ
と
は
書
き
ま
し
た
が
、

最
も
数
多
く
渡
っ
て
い
く
日
（
渡
り
の
ピ
ー

ク
日
）
と
言
う
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。
例

え
ば
草
原
性
の
ト
ッ
ト
君
の
代
表
、
圧
倒
的

優
占
種
で
あ
る
ア
オ
ジ
君
（
写
真
３
）
は
、

例
年
十
月
十
日
頃
が
渡
り
の
ピ
ー
ク
で
す
。�

　
鳴
き
声
の
テ
ー
プ
を
そ
の
こ
ろ
に
か
け
る
と
、

多
い
と
き
一
ヶ
所
当
た
り
一
日
で
五
百
羽
以

上
観
察
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ト
ッ
ト

君
達
は
、
な
に
か
人
間
に
は
判
ら
な
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
一
斉
に
移
動
し
て
い
く
よ
う
で
す
。�

 

し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
っ
き
り
と
し
た
渡

り
の
ピ
ー
ク
が
無
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
が
何

を
意
味
す
る
の
か
、
も
し
か
し
て
地
球
温
暖

化
に
関
係
が
あ
る
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
。�

　
次
回
は
、
連
載
も
い
よ
い
よ
最
終
回
で
す
。

十
一
月
に
入
る
と
本
格
的
に
冬
の
ト
ッ
ト
君

達
が
や
っ
て
き
ま
す
。
夏
と
は
ま
た
違
っ
た

根
釧
原
野
の
魅
力
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
再
確

認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�
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健康いちばん�

山　賀　昭　二�

「まじめなおしりの話」�

町立中標津病院　外科医長�

今
か
ら
み
ん
な
で
介
護
予
防�

足
腰
年
齢
を
若
く
元
気
に�

　
『
痔
』
と
い
う
と
、
な
か
な
か
恥

ず
か
し
く
て
病
院
に
来
ら
れ
な
い
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
日
本

人
の
三
人
に
一
人
は
痔
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
く
ら
い
身
近
な
も
の
で
す
。

一
口
に
痔
と
い
っ
て
も
種
類
や
程
度

に
よ
っ
て
治
療
は
様
々
な
の
で
す
が
、

手
術
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
は
多
く

な
く
、
薬
物
治
療
や
生
活
習
慣
に
気

を
つ
け
る
な
ど
の
保
存
的
治
療
で
殆

ど
が
改
善
し
ま
す
。
今
回
は
、
日
常

生
活
に
お
け
る
痔
の
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。�

��

　
硬
い
便
は
肛
門
を
傷
つ
け
切
れ
痔

（
裂
肛
）
に
な
り
ま
す
。
排
便
の
た

び
に
切
れ
て
い
る
と
な
か
な
か
裂
肛

は
治
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
下
痢
を
す

る
と
肛
門
粘
膜
を
刺
激
し
て
腫
脹
し
、

ま
た
繰
り
返
し
気
張
る
た
め
肛
門
に

う
っ
血
を
生
じ
内
痔
核
や
外
痔
核
を

悪
化
さ
せ
ま
す
。
便
意
を
感
じ
た
ら

我
慢
せ
ず
ト
イ
レ
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
長
時
間
い
き
ま
ず
ト
イ
レ
は
短

時
間
で
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

��

　
入
浴
は
肛
門
の
血
行
を
良
く
し
清

潔
に
保
つ
最
も
良
い
治
療
で
す
。
排

便
後
に
、
肛
門
の
痛
み
の
た
め
に
便

を
き
れ
い
に
拭
き
と
れ
な
い
で
い
る
と
、

炎
症
を
お
こ
し
肛
門
の
痛
み
は
益
々

悪
化
し
ま
す
。�

　
入
浴
で
き
な
い
と
き
も
シ
ャ
ワ
ー�

や
洗
面
器
に
張
っ
た
お
湯
で
洗
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

��

　
立
ち
っ
ぱ
な
し
だ
け
で
な
く
、
長

時
間
の
運
転
も
肛
門
の
血
行
に
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
軽
い
体
操
な
ど
で

血
行
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。�

��

　
辛
い
も
の
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
肛
門

を
刺
激
し
て
腫
れ
る
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
程
々
に
し
ま
し
ょ
う
。�

　
も
う
ひ
と
つ
、
下
痢
や
便
秘
、
出

血
が
あ
り
、
痔
が
悪
化
し
た
と
思
っ

て
病
院
を
受
診
し
た
ら
ガ
ン
が
見
つ

か
っ
た
、
と
い
う
の
は
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

は
痔
と
決
め
付
け
ず
、
必
ず
検
査
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

規
則
正
し
い
排
便
習
慣�

保
清
・
保
温�

刺
激
物
・
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
め
に�

長
時
間
の
同
じ
姿
勢
は
避
け
る�

　
中
高
年
の
方
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
い
ら
れ
る
よ
う
「
足
腰
年
齢
を
若

く
元
気
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
介
護
予
防
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
参
加
さ
れ
た
方
が
実
際
に
身
体
を
動
か
し
て
学
び
、
自
宅
で
も
出
来
る

内
容
と
し
ま
し
た
。�

　
健
康
は
足
か
ら
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
こ
の
講
演
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

講
　
　
師
　
札
幌
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヘ
ル
シ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

　
　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　�

　
　
　
　
　
理
事
長
　
広
山
　
智
津
　
氏�

日
　
　
時
　
十
月
二
十
二
日
（
月
）�

　
　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時�

場
　
　
所
　
中
標
津
町
役
場
三
〇
一
会
議
室�

内
　
　
容
　
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
講
演
と
実
技�

定
　
　
員
　
先
着
百
名�

申
込
締
切
　
十
月
十
七
日
（
水
）�

申
込
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
お
伝
え

　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。�

そ

の

他
　
参
加
さ
れ
る
方
は
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
タ
オ
ル
を
使
っ
た
体
操
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
用
意

　
　
　
　
　
願
い
ま
す
。�

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
介
護
課
介
護
支
援
係
宮
川
・
高
市

ま
で
。�

1
（
７
３
）
３
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
７
９
）
２
３
０
０�

�

　
次
の
質
問
に
該
当
す
る
項
目
が
２
個
以
上
あ
る
方
に
は
特
に
お
す
す
め

の
講
演
で
す
。�

①
階
段
を
手
す
り
や
壁
を
つ
た
っ
て
昇
る�

②
椅
子
に
座
っ
た
状
態
か
ら
何
か
に
つ
か
ま
り
立
ち
上
が
る�

③
続
け
て
十
五
分
く
ら
い
歩
け
な
い�

④
こ
の
一
年
間
に
転
ん
だ
こ
と
が
あ
る�

⑤
転
倒
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い�
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October
くらしの広場�

　なお、数量に制限がありますのでご

了承ください。�

配布日時　10月22日（月）～31日（水）�

　　　　　10時～15時�

配布場所　中標津下水終末処理場�

　　　　　（東35条北６丁目）�

　詳しくは、上下水道課下水道係まで。�

�

ごみ収集のお知らせ�
　祝日におけるごみ収集等は、次のと

おりとなりますのでお知らせします。�

10月８日（月）・11月３日（土）�

・ごみ収集は休み�

・一般廃棄物最終処分場は午前中のみ

　受入可�

　詳しくは、生活課環境衛生係まで。�

�

秋の全道火災予防運動を�
実施します�

　10月15日から31日まで秋の全道火災

予防運動期間です。�

　消防署では、期間中「火は見てる　

あなたが離れる　その時を」の全国統

一防火標語を掲げ、火災発生の防止、

焼死事故や財産の損失を防ぐことを重

点目標に、各事業所自衛消防隊の訓練

指導、防火対象物査察等を行います。�

　また、運動期間中には、消防団をは

じめ、婦人防火クラブ、幼年消防クラ

ブの協力を得て、街頭啓発を行い火災

予防を呼び掛けます。�

　町民の皆様のご協力をお願いします。�

　詳しくは、中標津消防署172-2181

まで。�

�

「危険物取扱者試験準備�
（事前）講習会」のご案内�

　消防法第13条の３の規程による危険

物取扱者試験の乙種第４類及び丙種の

受験者を対象に、試験準備（事前）講

習を次の要領で行います。�

受講科目�

　・危険物に関する法令�

　・基礎的な物理学及び化学�

　・危険物の性質並びにその火災予防

　　及び消火の方法�

受 講 料　会員　3,000円�

　　　　　一般　5,000円�

　　　　　学生　2,000円�

※受講料にテキスト代は含まれていま

　せん。�

日　　程　11月５日（月）・６日（火）�

場　　所　中標津消防署講堂�

申込締切　10月26日（金）�

　申込書は、消防本部または中標津消

防署にあります。�

　申し込み・問い合わせは、根室北部

危険物安全協会事務局（消防本部内）

172-9114まで。�

�

馬インフルエンザについて�
　８月に国内で36年ぶりとなる馬イン

フルエンザが発生し、９月には根室管

内でも発生が確認されております。�

　本病が疑われる場合は、速やかに獣

医師または家畜保健衛生所に通報し、

獣医師の指示に従ってください。�

　詳しくは、根室家畜保健衛生所�

175-2439まで。�

�
里親になってもらえませんか�
　里親制度は、家庭に恵まれない子ど

もを家族の一員として家族に迎え入れ、

あたたかい愛情をもって育てていく、

児童福祉法に基づいた制度です。�

　地域や家庭の養育能力が低下し、子

どもを取り巻く環境が変化してきており、

育児の放棄や身体的なものなどの児童

虐待が社会問題となっております。�

　釧路児童相談所に登録されている里

親さんは現在47組で、まだまだ足りま

せん。�

　里親になって、恵まれない子ども達

を愛情深く、受け入れてもらえませんか。

里親は、子どもの養育に必要な生活費

等支給の他、所得税法上の扶養控除が

受けられます。�

　児童相談所では、里親申請を随時受

け付けておりますので、里親について

関心のある方はお気軽にお問い合わせ

ください。�

　問い合わせ先は、北海道釧路児童相

談所10154-23-7147まで。�

�

10月は労働保険適用�
促進月間です�

　労働保険制度は、労働者が業務上ま

たは通勤により被災した場合に必要な

保険給付を行うほか、失業した場合に

労働者の生活及び雇用の安定を図るた

めに必要な給付を行うなど、労働者の

福祉向上の観点から極めて重要な制度

であり、労働者を１人でも雇っている

事業主は、農林水産事業の一部を除き、

労働保険（労災保険・雇用保険）に加

入する義務があります。�

　労働者が安心して働ける職場となる

よう、まだ労働保険に加入していない

事業主の方は、速やかに手続きしてく

ださい。�

　詳しくは、根室公共職業安定所中標

津分室172-2544まで。�

�

北海道ＩＢＤからのお知らせ�
　北海道ＩＢＤ（クローン病・潰瘍性

大腸炎友の会）では、釧路・根室地方

の患者さんならび家族の皆さんに広く

病気や食事等の情報を知っていただき

たく、「交流会とＤＶＤ鑑賞会」を企

画しました。�

日　時　10月21日（日）10時～13時�

会　場　釧路市生涯学習センター�

対　象　潰瘍性大腸炎、クローン病の

　　　　患者本人及び家族、関係者�

参加費　北海道ＩＢＤ会員　無料�

　　　　一般　300円�

　問い合わせは、北海道ＩＢＤ釧路支

部（事務局長：阿部）�

1（携帯）090-5076-8386まで。�

�

社会保険事務所相談所開設日のお知らせ（10154-22-0111）　�
日時／10月16日（火）13時～17時　10月17日（水）９時～11時30分　場所／中標津経済センター�

　最近、野犬による家畜被害などが発生して

います。町ではＪＡ中標津・ＪＡ計根別と協

力し、10月・11月を野犬掃討強化期間とし

て徹底した野犬掃討を実施していきます。�

放し飼いは絶対にしないでください�

　飼い犬であっても放し飼い犬や放浪犬は

野犬掃討の対象として処分します。�

捨て犬情報をご提供ください�

　犬は群れを成す習性があります。捨てられ

た犬は野犬と生活を共にすることで、群れの

数が増え被害の拡大につながります。�

　捨て犬を発見した場合は、役場に連絡をく

ださい。�

郡部地域では捨て犬に対する監視をします

　捨て犬の多くは郡部地域で行われている

傾向にあります。町では農協や農家と協力し、

捨て犬を行った車両情報などの収集を行っ

ています。�

　犬は絶対に捨ててはいけません。もし、飼

うことができなくなった場合は、保健所に相

談してください。�

　詳しくは、生活課環境衛生係まで。�
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健　　康�

一　　般�General

税　　金�Tax

Health

自然を愛し　美しいまちにしましょう　町民憲章より�

�
　保健センターの各種検診・教室の申
込受付をしています。�
申込・問合せ先�
　中標津町保健センター�
　　　　　172－2733

�
�
�
�
�

�
国保人間ドックのお知らせ�

　国民健康保険に加入されている方の

人間ドックを実施しています。今年か

ら新たに、希望者には「メタボリック

シンドローム健診」が追加できるよう

になりました。健康状態の総点検に、

ぜひご利用ください。�

対　　象　中標津町国民健康保険に１

年以上継続加入し、前年度

までの保険税を完納してい

る世帯の年齢30～69歳の方�

検診期間　平成20年２月末まで（平日）�

場　　所　町立中標津病院�

内　　容　【一般検診】基本健診・が

ん検診（胃内視鏡・胸部レ

ントゲン・大腸便潜血検

査）・腹部エコー検査�

　　　　　【付加検診】前立腺がん検診、

メタボリックシンドローム

健診�

料　　金　人間ドック　10,700円�

　　　　　前立腺がん検診　2,880円�

　　　　　メタボリックシンドローム

健診　4,300円�

受　　付　随時　先着受付順�

　　　　　（年間50名まで）�

※希望月の前月20日までにお申し込み

ください。�

※生活習慣病健診と重複しての受診は

できません。�

�

骨粗鬆症検診のお知らせ（11月分）�
実施期間　11月１日～30日の平日�

申込締切　10月19日（金）�

対　　象　20歳以上の女性�

内　　容　問診、骨密度測定（手首）、

　　　　診察�

料　　金　1,400円(70歳以上は700円)�

定　　員　１日２人(11時から)�

実施場所　町立中標津病院　整形外科�

�

後期高齢者医療制度に対する�
住民意見募集について�

　北海道後期高齢者医療広域連合では、

平成20年４月からの後期高齢者医療制

度の施行に向け、住民意見を募集して

おります。（募集期限10月15日まで）�

　資料をご覧のうえ、幅広いご意見を

お寄せください。�

（資料配布場所：役場保険年金課・福

祉介護課、計根別支所）�

　詳しくは、北海道後期高齢者医療広

域連合事務局1011-290-5601または保

険年金課後期高齢者医療制度担当まで。�

�

�

�

�

�

10月は町道民税(第３期)、�
国民健康保険税(第５期)、�
介護保険料(第５期)の納期です�

　【納期限は10月31日】�

　固定資産税及び町道民税の第１～２期、

軽自動車税、国民健康保険税及び介護

保険料の第１～４期の納期限がすでに

経過しています。もう一度お手元の納

付書を確認のうえ、納付されていない

方は早急に納めましょう。�

　町税はみんなの財産です。町税を有

効に使うため、納期内納付にご協力を

お願いします。�

＜10月の収納窓口休日開設及び�

平日開設時間延長日＞�

�

�

�

�

　あわせて納税相談を実施しています

ので、納税についてご相談ください。�

�

�

�
�

10月は道税の�
納税推進強調月間です�

　10月は道税の納税推進強調月間です。

自動車税の納め忘れはありませんか。�

　皆さんの暮らしを支える道税の納税

にご協力ください。�

　なお、10月25日（木）に根室支庁税

務課で20時まで、10月31日（水）に中

標津町役場で17時15分～20時まで夜間

納税相談窓口を開設します。�

　詳しくは、根室支庁地域振興部税務

課納税係10153-24-5466まで。�

�

札幌国税局からのお知らせ�
　札幌国税局では、税務相談室または

税務署にお寄せいただく電話による一

般的なご相談について、国税局税務相

談室職員が電話でお答えする「電話相

談センター」を11月１日（木）に開設

します。�

　また、これに伴い、釧路税務署に併

設しておりました税務相談室釧路分室

は同センターへ業務を移行します。�

　電話による相談をご希望の方は、最

寄りの税務署にお電話いただき、自動

音声案内にしたがって番号選択をして

いただくことにより、電話相談センタ

ーをご利用いただけます（おかけにな

った税務署までの通話料金でご利用い

ただけます）。�

　問い合わせは、根室税務署総務課

10153-23-3261まで。�

�

�

�

�

道営住宅入居者募集�
募集団地�

・泉中央団地（３階建）�

　西８条北６丁目�

　３ＬＤＫ（１階）　１戸�

　平成６年建設�

　家賃　23,200円～50,900円�

　※単身者不可�

申込期限　10月15日（月）�

受付場所　管理課住宅係�

抽 選 日　10月31日（水）14時から�

抽選会場　役場301会議室（３階）�

入居可能月　平成19年11月�

※入居者資格には条件（所得制限等）

があります。�

　詳しくは、管理課住宅係まで。�

�

赤い羽根共同募金�
地域の福祉、みんなで参加�

　今年も今月から12月31日まで道内全

市町村一斉に「赤い羽根共同募金運動」

が行われます。�

　地域の福祉活動を支えるため、皆さ

んのご協力をお願いします。�

　詳しくは、共同募金会（社会福祉協

議会内）179-1231まで。�

�

下水道汚泥たい肥「環甦」の�
配布について�

　秋用たい肥として町民の皆さんに下

水汚泥たい肥「環甦」の配布を行いま

すので、たい肥を入れる袋（肥料袋等）

をご持参ください（花壇・葉物野菜等

に適していると思われます）。�

～町税等各種収納金の�
　　　　　　納付は口座振替で～�

　休日開設日�

　28日（日）�

　９時～17時�

開設時間延長日�

　15日（月）�
　31日（水）�
17時15分～20時�

かんそ�
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（　） 内は前月比�

誕生   16人    死亡  13人　転入   58人    転出  64人　�

８月31日現在住民登録人口�

町の人口�
男�
女�

世 帯 数�

24,189（－  3）�
11,856（＋  5）�
12,333（－  8）�
10,350（－  5）�

なかしべつ�

広報中標津は、環境保護のために古紙配合率100％再生�
紙および100％植物油型インキ「ナチュラリス100」を使用�
しています。�

※広報紙に掲載された写真をご希望の方は、企画課広報・調査係まで�
　ご連絡ください。�
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「ロシア語会話講座」に参加しませんか！�
◎第１コース【ロシア語日常会話講座】�
　・講　　師　　川西　路子　氏（中標津町在住）�
　・開 講 日　　平成19年11月12日（月）～11月22日（木）８日間�
　　　　　　　　《17日（土）～19日（月）休講》�
　・開講時間　　19時30分～21時�
　・場　　所　　中標津町総合文化会館　第２研修室�
　・内　　容　　ロシア語の日常会話の基本学習�
　　　　　　　　（ロシア語を初めて習う方、日常会話の基本から　
　　　　　　　　習いたい方。また、第２コースを習いたい方。）�
　・受 講 料　　2,000円（小・中学生無料、ただし保護者同伴のこと。）�
　・定　　員　　20名�
　�
◎第２コース【ロシア語会話実践講座】�
　・講　　師　　垣内　あと　氏（ロシア語・ウクライナ語通訳・翻訳　札幌市在住）�
　・開 講 日　　平成20年１月22日（火）～１月31日（木）８日間《26日（土）・27日（日）休講》�
　・開講時間　　19時～21時�
　・場　　所　　中標津町総合文化会館　第２研修室�
　・内　　容　　ロシア語の通になるため研きをかける学習�
　　　　　　　　（ロシア語を習っている方。さらにロシア語の通になるため一歩進みたい方。第１コース
　　　　　　　　から引き続き習いたい方。）�
　・受 講 料　　4,000円（小・中学生無料、ただし保護者同伴のこと。）�
　・定　　員　　30名�
　☆申 込 先　　中標津町役場内　北方四島交流　ロシア語会話実行委員会事務局�
　　　　　　　　　　　　　　　　1 73-3111（内線525）　FAX 73-5333�
　　　　　　　　　　　　　　　　10月26日までに電話またはFAXでお申し込み下さい。�

◎主催／北方四島交流　ロシア語会話実行委員会　　　◎共催／中標津町　　　◎後援／北海道根室支庁�
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申告！�

ロシア語を�
勉強しましょう�
Давайте　изучаем�
русский　язык！�


